
(57)【要約】

【課題】　先行車認識用画像と白線認識用画像を生成す

る際に、それらの画像の不要な明るさ情報を排除して無

駄な画像処理を行わないようにする。

【解決手段】　自車前方の画像の明るさ情報のうち物体

画像の最低明度値（Ｇａ_Ｂmin）以下と最高明度値（Ｇ

ａ_Ｂmax）以上の情報を切り捨てたものを先行車認識用

画像とし、且つ、自車前方の画像の明るさ情報のうち路

面画像の最低明度値（Ｇｂ_Ｂmin）以下と最高明度値（

Ｇｂ_Ｂmax）以上の情報を切り捨てたものを白線認識用

画像とする。先行車追尾システムにとって不要な情報を

含まない先行車認識用画像と白線認識用画像とを当該シ

ステムに与え、当該システムの即応性（リアルタイム性

）の向上を図ることができる。

【選択図】　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
自 車 前 方 の 物 体 及 び 自 車 前 方 直 近 の 路 面 を 検 出 す る レ ー ダ か ら の 検 出 情 報 に 基 づ い て 、 撮
像 デ バ イ ス に よ っ て 撮 影 さ れ た 自 車 前 方 の 画 像 の 中 か ら 自 車 前 方 の 先 行 車 認 識 用 画 像 と 前
記 路 面 上 の 白 線 認 識 用 画 像 と を 取 り 出 す 画 像 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 レ ー ダ に よ っ て 検 出 さ れ た 自 車 前 方 の 物 体 の 検 出 情 報 に 従 っ て 、 前 記 自 車 前 方 の 画
像 の 中 か ら 当 該 物 体 を 含 む 物 体 画 像 を 取 り 出 し 、 そ の 物 体 画 像 の 最 低 明 度 値 と 最 高 明 度 値
と を 検 出 す る 第 一 の 明 度 値 検 出 手 段 と 、
　 前 記 レ ー ダ に よ っ て 検 出 さ れ た 自 車 前 方 直 近 の 路 面 の 検 出 情 報 に 従 っ て 、 前 記 自 車 前 方
の 画 像 の 中 か ら 当 該 路 面 を 含 む 路 面 画 像 を 取 り 出 し 、 そ の 路 面 画 像 の 最 低 明 度 値 と 最 高 明
度 値 と を 検 出 す る 第 二 の 明 度 値 検 出 手 段 と 、
　 前 記 自 車 前 方 の 画 像 の 明 る さ 情 報 の う ち 前 記 物 体 画 像 の 最 低 明 度 値 以 下 と 最 高 明 度 値 以
上 の 情 報 を 切 り 捨 て た も の を 前 記 先 行 車 認 識 用 画 像 と し て 生 成 す る 先 行 車 認 識 用 画 像 生 成
手 段 と 、
　 前 記 自 車 前 方 の 画 像 の 明 る さ 情 報 の う ち 前 記 路 面 画 像 の 最 低 明 度 値 以 下 と 最 高 明 度 値 以
上 の 情 報 を 切 り 捨 て た も の を 前 記 白 線 認 識 用 画 像 と し て 生 成 す る 白 線 認 識 用 画 像 生 成 手 段
と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
自 車 前 方 の 物 体 及 び 自 車 前 方 直 近 の 路 面 を 検 出 す る レ ー ダ か ら の 検 出 情 報 に 基 づ い て 、 撮
像 デ バ イ ス に よ っ て 撮 影 さ れ た 自 車 前 方 の 画 像 の 中 か ら 自 車 前 方 の 先 行 車 認 識 用 画 像 と 前
記 路 面 上 の 白 線 認 識 用 画 像 と を 取 り 出 す 画 像 処 理 方 法 に お い て 、
　 前 記 レ ー ダ に よ っ て 検 出 さ れ た 自 車 前 方 の 物 体 の 検 出 情 報 に 従 っ て 、 前 記 自 車 前 方 の 画
像 の 中 か ら 当 該 物 体 を 含 む 物 体 画 像 を 取 り 出 し 、 そ の 物 体 画 像 の 最 低 明 度 値 と 最 高 明 度 値
と を 検 出 す る 第 一 の 明 度 値 検 出 工 程 と 、
　 前 記 レ ー ダ に よ っ て 検 出 さ れ た 自 車 前 方 直 近 の 路 面 の 検 出 情 報 に 従 っ て 、 前 記 自 車 前 方
の 画 像 の 中 か ら 当 該 路 面 を 含 む 路 面 画 像 を 取 り 出 し 、 そ の 路 面 画 像 の 最 低 明 度 値 と 最 高 明
度 値 と を 検 出 す る 第 二 の 明 度 値 検 出 工 程 と 、
　 前 記 自 車 前 方 の 画 像 の 明 る さ 情 報 の う ち 前 記 物 体 画 像 の 最 低 明 度 値 以 下 と 最 高 明 度 値 以
上 の 情 報 を 切 り 捨 て た も の を 前 記 先 行 車 認 識 用 画 像 と し て 生 成 す る 先 行 車 認 識 用 画 像 生 成
工 程 と 、
　 前 記 自 車 前 方 の 画 像 の 明 る さ 情 報 の う ち 前 記 路 面 画 像 の 最 低 明 度 値 以 下 と 最 高 明 度 値 以
上 の 情 報 を 切 り 捨 て た も の を 前 記 白 線 認 識 用 画 像 と し て 生 成 す る 白 線 認 識 用 画 像 生 成 工 程
と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 撮 像 デ バ イ ス は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 処 理 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 撮 像 デ バ イ ス は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 画 像 処 理 方
法 。
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 画 像 処 理 装 置 及 び 画 像 処 理 方 法 に 関 す る 。 詳 し く は 、 自 動 車 等 車 両 に お い て
、 た と え ば 、 先 行 車 追 尾 な ど の 車 両 走 行 支 援 シ ス テ ム に 用 い ら れ る 画 像 処 理 装 置 及 び 画 像
処 理 方 法 で あ っ て 、 と り わ け 、 撮 影 可 能 な 限 界 明 暗 比 が 高 い 撮 像 デ バ イ ス の 画 像 を 処 理 す
る 画 像 処 理 装 置 及 び 画 像 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 こ こ で 、 “ 限 界 明 暗 比 ” と は 、 そ の 撮 像 デ バ イ ス に よ っ て 撮 影 可 能 な 被 写 体 の 明 る さ （
明 度 又 は 輝 度 ） の 最 低 値 と 最 大 値 の 比 の こ と を い う 。 通 常 は 、 デ シ ベ ル 値 （ ダ イ ナ ミ ッ ク
レ ン ジ ） で 表 さ れ る 。 限 界 明 暗 比 が 高 い ほ ど 、 画 像 中 の 明 る い 部 分 や 暗 い 部 分 を 忠 実 に 再
現 で き る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 先 行 車 追 尾 シ ス テ ム な ど に お い て は 、 自 車 前 方 の 車 両 （ 以 下 「 先 行 車 」 と い う
。 ） の 位 置 や 走 行 速 度 、 自 車 と の 速 度 差 及 び 先 行 車 と の 距 離 （ 車 間 距 離 ） な ど の 様 々 な 情
報 を 必 要 と す る が 、 か か る 情 報 の 取 得 に 際 し て は 、 先 行 車 の 急 な 動 き （ 急 停 止 等 ） に 即 座
に 反 応 し て 所 要 の 回 避 処 置 や 制 動 処 置 等 の 緊 急 対 策 を 速 や か に 講 じ な け れ ば な ら な い た め
、 と り わ け 、 高 度 な 即 応 性 （ リ ア ル タ イ ム 性 ） が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 点 に つ い て 、 特 許 文 献 １ で は 、 レ ー ザ レ ー ダ と 撮 像 装 置 と を 併 用 し た 技 術 が 開 示 さ
れ て い る 。 こ の 技 術 の 要 旨 は 、 レ ー ザ レ ー ダ で 検 出 し た 先 行 車 情 報 を 利 用 し て 、 画 像 情 報
の 特 定 領 域 （ 同 文 献 で は “ 処 理 エ リ ア ” ） を 切 り 出 し 、 そ の 切 り 出 し 領 域 の み を 画 像 処 理
の 対 象 と す る こ と に よ り 、 無 駄 な 画 像 処 理 を 排 除 し て 、 画 像 処 理 の 高 速 化 を 達 成 す る と い
う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 従 来 技 術 の 撮 像 装 置 は 、 同 文 献 中 に 明 示 さ れ て い る よ う に Ｃ Ｃ Ｄ （ 電 荷 転 送 素 子 ）
カ メ ラ の 使 用 を 前 提 と し て い る が 、 一 般 に Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ の ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ は 、 非 特 許
文 献 １ に も 記 載 さ れ て い る よ う に 高 々 ３ ０ ～ ４ ０ ｄ Ｂ 程 度 に 過 ぎ な い 。 こ の ダ イ ナ ミ ッ ク
レ ン ジ は 、 太 陽 光 に 照 ら さ れ た 明 る い 被 写 体 か ら 夜 間 の 暗 い 被 写 体 ま で の 多 種 多 様 な 明 る
さ の 画 像 を 撮 影 す る 場 合 の 所 要 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ （ １ ０ ０ ｄ Ｂ 以 上 ） を 遙 か に 下 回 る た
め 、 特 に 、 先 行 車 追 尾 シ ス テ ム な ど の 車 両 搭 載 機 器 に 適 用 す る 場 合 に は 、 何 ら か の ダ イ ナ
ミ ッ ク レ ン ジ の 向 上 策 が 不 可 欠 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ う し た 対 策 と し て は 、 た と え ば 、 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 露 光 条 件 の
異 な る 複 数 の シ ー ン の 画 像 を 合 成 し て ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 拡 大 す る 技 術 や 、 非 特 許 文 献
３ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 ハ ー ド ウ ェ ア 処 理 に よ っ て 画 像 の 低 空 間 周 波 数 成 分 を 抑 制 す
る こ と に よ り ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 圧 縮 す る 技 術 な ど が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 い ず れ も
、 画 像 処 理 の オ ー バ ヘ ッ ド が 大 き く 、 リ ア ル タ イ ム 性 の 点 で 好 ま し く な い う え 、 ハ ー ド ウ
ェ ア 処 理 を 必 要 と す る も の に あ っ て は 、 コ ス ト の 点 で も 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 件 出 願 人 は 、 先 に 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ に 代 わ る 、 高 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ な 撮 像 デ
バ イ ス で あ る Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ （ 相 補 型 金 属 酸 化 膜 半 導 体 ） カ メ ラ を 利 用 し た 「 画 像 デ ー タ 変 換 装
置 及 び カ メ ラ 装 置 」 （ 特 願 ２ ０ ０ ４ － ４ ２ １ ８ ７ ／ 平 成 １ ６ 年 ２ 月 １ ９ 日 ） を 提 案 し て い
る 。 こ の 提 案 技 術 は 「 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ の 広 い 画 像 デ ー タ を ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ の 狭 い
画 像 デ ー タ に 良 好 に 変 換 す る 」 と い う も の で あ り 、 上 記 の 従 来 技 術 の 不 都 合 （ オ ー バ ヘ ッ
ド の 問 題 や コ ス ト の 問 題 ） を 招 か な い よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ と 対 比 し た と き の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ の 利 点 の 第 一 は 、 上 記 の と お り ダ イ ナ ミ
ッ ク レ ン ジ が 広 い （ 非 特 許 文 献 １ に よ れ ば １ ３ ０ ｄ Ｂ も の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ も 実 用 化 さ れ て
い る ） こ と で あ り 、 第 二 は 、 撮 像 素 子 の ラ ン ダ ム ア ク セ ス （ し た が っ て 、 全 画 素 の み な ら
ず 、 任 意 領 域 の 画 素 情 報 の 取 り 出 し ） が 可 能 な こ と で あ る 。 こ の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ を 利 用 す
れ ば 、 上 記 の 従 来 技 術 の 不 都 合 （ オ ー バ ヘ ッ ド の 問 題 や コ ス ト の 問 題 ） を 招 く こ と な く 、
屋 外 撮 影 に お け る 所 要 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ （ １ ０ ０ ｄ Ｂ 以 上 ） を 確 保 で き 、 し か も 、 ラ ン
ダ ム ア ク セ ス に よ っ て Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ の 特 定 領 域 の 画 像 を 取 り 出 し て 、 そ の 特 定 領 域 の 画
像 だ け を 画 像 処 理 の 対 象 と す る こ と に よ り 、 無 駄 な 画 像 処 理 を 排 除 し 、 画 像 処 理 の 高 速 化
（ 高 度 な リ ア ル タ イ ム 性 ） も 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 し か し な が ら 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ の 特 定 領 域 の 画 像 、 た と え ば 、 先 行 車 を 含 む 特 定 領 域 の
画 像 だ け を 画 像 処 理 の 対 象 と し た だ け で は 、 無 駄 な 画 像 処 理 を 完 全 に 排 除 で き な い 。 上 記
の と お り 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ の ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 相 当 広 い た め 、 当 該 特 定 領 域 の 画 像 に
は “ 不 要 な 明 度 情 報 ” が 多 く 含 ま れ て い る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 つ ま り 、 先 行 車 を 含 む 特 定 領 域 の 画 像 に は 、 そ の 先 行 車 の 認 識 に 必 要 な 情 報 の み な ら ず
、 太 陽 光 な ど の 高 輝 度 情 報 や 日 陰 な ど の 低 輝 度 情 報 も 含 ま れ て お り 、 且 つ 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ
ラ の 高 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ に よ っ て 、 画 像 に 占 め る 、 こ れ ら の 不 要 な 明 度 情 報 （ 太 陽 光 な
ど の 高 輝 度 情 報 や 日 陰 な ど の 低 輝 度 情 報 ） の 割 合 が 相 当 に 大 き い た め 、 か か る 不 要 な 明 度
情 報 の 分 だ け 無 駄 な 画 像 処 理 を 否 め な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 加 え て 、 先 行 車 追 随 シ ス テ ム で は 、 先 行 車 の 画 像 の み な ら ず 、 路 面 上 の 白 線 画 像 も 必 要
と な る 。 た と え ば 、 自 車 が 、 複 数 の レ ー ン か ら な る 道 路 を 走 行 し て い る と き に 、 自 車 の 前
方 に 同 一 レ ー ン を 走 行 中 の 車 両 と 、 隣 接 レ ー ン を 走 行 中 の 車 両 と が 存 在 し て い る 場 合 を 想
定 す る と 、 こ の 場 合 、 先 行 車 と し て 認 識 す べ き 車 両 は 前 者 （ 同 一 レ ー ン を 走 行 中 の 車 両 ）
で あ り 、 後 者 （ 隣 接 レ ー ン を 走 行 中 の 車 両 ） は 、 先 行 車 と し て 認 識 し て は な ら な い 。 こ の
先 行 車 の 判 断 に 必 要 な 情 報 は 、 一 般 的 に 路 面 上 の レ ー ン 境 界 線 （ 白 線 ） の 情 報 で あ る か ら
、 上 記 の “ 特 定 領 域 の 画 像 ” と し て は 、 先 行 車 の 画 像 の 他 に 、 さ ら に 、 路 面 上 の 白 線 部 分
の 画 像 も 必 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ２ ６ ４ ０ ６ ０ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 「 映 像 情 報 イ ン ダ ス ト リ ア ル 」 産 業 開 発 機 構 株 式 会 社 出 版 、 ２ ０ ０ ３ 年
１ 月 号 発 行 、 Ｐ ２ ０ ～ Ｐ ５ １ （ 特 集 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ 最 新 動 向 ）
【 非 特 許 文 献 ２ 】 山 田 、 外 ２ 名 、 「 広 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ 視 覚 セ ン サ 」 、 豊 田 中 央 研 究 所
Ｒ ＆ Ｄ レ ビ ュ ー 、 １ ９ ９ ５ 年 ６ 月 、 Ｖ ｏ ｌ .３ ０ ， Ｎ ｏ .２ 、 ［ 平 成 １ ６ 年 １ 月 ３ 日 検 索 ］
、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.tytlabs.co.jp/office/library/review/rev302p
df/302_035yamada.pdf
【 非 特 許 文 献 ３ 】 曽 我 、 外 ３ 名 、 「 後 方 カ メ ラ 用 画 像 処 理 技 術 (２ )ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ 圧
縮 に よ る 視 認 性 改 善 」 、 豊 田 中 央 研 究 所 Ｒ ＆ Ｄ レ ビ ュ ー 、 ２ ０ ０ ３ 年 ６ 月 、 Ｖ ｏ ｌ .３ ８
， Ｎ ｏ .２ 、 ［ 平 成 １ ６ 年 １ 月 ３ 日 検 索 ］ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.tytlab
s.co.jp/office/library/review/rev382pdf/382_037soga.pdf
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の と お り 、 従 来 技 術 に あ っ て は 、 先 行 車 追 尾 シ ス テ ム の 即 応 性 （ リ ア ル タ イ ム 性 ）
の 点 で 改 善 す べ き 課 題 が あ る 。 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ の 画 像 は 、 そ の ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ に 対 応
し て 情 報 量 が 多 い う え 、 先 行 車 追 尾 シ ス テ ム は 、 先 行 車 画 像 と 白 線 画 像 の 二 つ の 画 像 （ 先
行 車 認 識 用 画 像 と 白 線 認 識 用 画 像 ） を 処 理 し な け れ ば な ら な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 先 行 車 認 識 用 画 像 と 白 線 認 識 用 画 像 を 生 成 す る 際 に 、 そ れ ら の 画 像 の
不 要 な 明 る さ 情 報 を 排 除 し て 無 駄 な 画 像 処 理 を 行 わ な い よ う に し 、 以 て 、 先 行 車 追 尾 シ ス
テ ム の 即 応 性 （ リ ア ル タ イ ム 性 ） 向 上 を 意 図 し た 画 像 処 理 装 置 及 び 画 像 処 理 方 法 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 画 像 処 理 装 置 は 、 自 車 前 方 の 物 体 及 び 自 車 前 方 直 近 の 路 面 を 検 出 す る レ ー
ダ か ら の 検 出 情 報 に 基 づ い て 、 撮 像 デ バ イ ス に よ っ て 撮 影 さ れ た 自 車 前 方 の 画 像 の 中 か ら
自 車 前 方 の 先 行 車 認 識 用 画 像 と 前 記 路 面 上 の 白 線 認 識 用 画 像 と を 取 り 出 す 画 像 処 理 装 置 に
お い て 、 前 記 レ ー ダ に よ っ て 検 出 さ れ た 自 車 前 方 の 物 体 の 検 出 情 報 に 従 っ て 、 前 記 自 車 前
方 の 画 像 の 中 か ら 当 該 物 体 を 含 む 物 体 画 像 を 取 り 出 し 、 そ の 物 体 画 像 の 最 低 明 度 値 と 最 高
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明 度 値 と を 検 出 す る 第 一 の 明 度 値 検 出 手 段 と 、 前 記 レ ー ダ に よ っ て 検 出 さ れ た 自 車 前 方 直
近 の 路 面 の 検 出 情 報 に 従 っ て 、 前 記 自 車 前 方 の 画 像 の 中 か ら 当 該 路 面 を 含 む 路 面 画 像 を 取
り 出 し 、 そ の 路 面 画 像 の 最 低 明 度 値 と 最 高 明 度 値 と を 検 出 す る 第 二 の 明 度 値 検 出 手 段 と 、
前 記 自 車 前 方 の 画 像 の 明 る さ 情 報 の う ち 前 記 物 体 画 像 の 最 低 明 度 値 以 下 と 最 高 明 度 値 以 上
の 情 報 を 切 り 捨 て た も の を 前 記 先 行 車 認 識 用 画 像 と し て 生 成 す る 先 行 車 認 識 用 画 像 生 成 手
段 と 、 前 記 自 車 前 方 の 画 像 の 明 る さ 情 報 の う ち 前 記 路 面 画 像 の 最 低 明 度 値 以 下 と 最 高 明 度
値 以 上 の 情 報 を 切 り 捨 て た も の を 前 記 白 線 認 識 用 画 像 と し て 生 成 す る 白 線 認 識 用 画 像 生 成
手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 発 明 で は 、 自 車 前 方 の 画 像 の 明 る さ 情 報 の う ち 物 体 画 像 の 最 低 明 度 値 以 下 と 最 高 明
度 値 以 上 の 情 報 を 切 り 捨 て た も の が 先 行 車 認 識 用 画 像 と し て 生 成 さ れ 、 同 様 に 、 自 車 前 方
の 画 像 の 明 る さ 情 報 の う ち 路 面 画 像 の 最 低 明 度 値 以 下 と 最 高 明 度 値 以 上 の 情 報 を 切 り 捨 て
た も の が 白 線 認 識 用 画 像 と し て 生 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 先 行 車 追 尾 シ ス テ ム に と っ て 不 要 な 情 報 、 す な わ ち 、 物 体 画 像 の 最 低
明 度 値 以 下 と 最 高 明 度 値 以 上 の 情 報 を 含 ま な い 先 行 車 認 識 用 画 像 と 、 路 面 画 像 の 最 低 明 度
値 以 下 と 最 高 明 度 値 以 上 の 情 報 を 含 ま な い 白 線 認 識 用 画 像 と を 生 成 す る の で 、 こ れ ら の 画
像 を 先 行 車 追 尾 シ ス テ ム に 与 え る こ と に よ り 、 当 該 シ ス テ ム の 無 駄 な 画 像 処 理 を な く し 、
動 作 速 度 を 改 善 し て 即 応 性 （ リ ア ル タ イ ム 性 ） の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 撮 像 デ バ イ ス に Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ を 用 い る と 好 ま し い 。 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ は 任 意 領
域 の 画 像 の 取 り 出 し 、 す な わ ち 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス が 可 能 で あ り 、 不 必 要 な 画 素 情 報 を 含
ま な い 必 要 最 小 限 の 大 き さ の 画 像 を 取 り 出 す こ と が で き る た め 、 前 記 の 明 る さ 情 報 の 切 り
捨 て と 相 ま っ て 、 よ り 一 層 の 画 像 処 理 負 担 の 軽 減 が 図 ら れ る か ら で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お け る
様 々 な 細 部 の 特 定 な い し 実 例 お よ び 数 値 や 文 字 列 そ の 他 の 記 号 の 例 示 は 、 本 発 明 の 思 想 を
明 瞭 に す る た め の 、 あ く ま で も 参 考 で あ っ て 、 そ れ ら の す べ て ま た は 一 部 に よ っ て 本 発 明
の 思 想 が 限 定 さ れ な い こ と は 明 ら か で あ る 。 ま た 、 周 知 の 手 法 、 周 知 の 手 順 、 周 知 の ア ー
キ テ ク チ ャ お よ び 周 知 の 回 路 構 成 等 （ 以 下 「 周 知 事 項 」 ） に つ い て は そ の 細 部 に わ た る 説
明 を 避 け る が 、 こ れ も 説 明 を 簡 潔 に す る た め で あ っ て 、 こ れ ら 周 知 事 項 の す べ て ま た は 一
部 を 意 図 的 に 排 除 す る も の で は な い 。 か か る 周 知 事 項 は 本 発 明 の 出 願 時 点 で 当 業 者 の 知 り
得 る と こ ろ で あ る の で 、 以 下 の 説 明 に 当 然 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ （ ａ ） は 、 実 施 形 態 の シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。 車 両 １ （ 以 下 「 自 車 １ 」 と い う 。 ）
は 、 レ ー ザ レ ー ダ ２ （ レ ー ダ ） と 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ （ 撮 像 デ バ イ ス ） と 、 画 像 処 理 部 ４
（ 第 一 の 明 度 値 検 出 手 段 、 第 二 の 明 度 値 検 出 手 段 、 先 行 車 認 識 用 画 像 生 成 手 段 、 白 線 認 識
用 画 像 生 成 手 段 ） と を 備 え て い る 。 な お 、 先 行 車 追 尾 シ ス テ ム と は 、 た と え ば 、 特 開 平 ８
－ ２ ８ ５ ９ ４ １ 号 公 報 な ど に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 先 行 車 情 報 （ 先 行 車 ま で の 距 離 や 位
置 、 速 度 な ど の 情 報 ） に 基 づ い て 、 自 車 の エ ン ジ ン 出 力 （ 場 合 に よ っ て は 制 動 力 ） や 操 舵
量 を 加 減 し な が ら 、 先 行 車 の 後 を 追 随 す る よ う に 制 御 す る シ ス テ ム の こ と を い う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 レ ー ザ レ ー ダ ２ は 、 自 車 １ の 前 方 に 設 定 さ れ た 可 変 又 は 固 定 の 監 視 エ リ ア を 、 ペ ン シ ル
ビ ー ム 形 状 の レ ー ザ ビ ー ム ２ ａ で 満 遍 な く 走 査 （ 水 平 走 査 と 垂 直 走 査 ） し 、 監 視 エ リ ア 内
の 物 体 か ら の レ ー ザ ビ ー ム ２ ａ の 反 射 波 を 受 信 し た 時 の ビ ー ム 走 査 角 度 （ 水 平 角 度 と 垂 直
角 度 ） か ら 物 体 の 位 置 （ 方 位 と 仰 角 ） を 割 り 出 す と 共 に 、 ビ ー ム の 発 射 と 反 射 波 受 信 の 時
間 差 か ら 物 体 ま で の 距 離 を 割 り 出 す も の で あ る 。 な お 、 レ ー ザ の 代 わ り に 無 線 電 波 を 用 い
た も の 、 た と え ば 、 ミ リ 波 レ ー ダ な ど で あ っ て も よ い 。 要 は 、 電 磁 波 を 媒 体 と し て 監 視 エ
リ ア 内 の 物 体 の 位 置 や 距 離 を 測 定 で き る 測 距 装 置 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ は 、 自 車 １ の 前 方 に 設 定 さ れ た 監 視 エ リ ア （ レ ー ザ レ ー ダ ２ の 監 視 エ
リ ア と 同 じ も の 、 又 は 、 レ ー ザ レ ー ダ ２ の 監 視 エ リ ア を 包 含 す る も の ） を 光 学 的 に 撮 影 し
て そ の 画 像 信 号 を 出 力 す る も の で あ り 、 こ の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ は 、 少 な く と も 、 屋 外 撮 影
に お け る 所 要 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ （ １ ０ ０ ｄ Ｂ 以 上 ） を 満 た す 性 能 を 有 し て い る と と も に
、 任 意 領 域 の 画 像 の 選 択 的 読 み 出 し （ ラ ン ダ ム ア ク セ ス ） も 可 能 と す る も の で あ る 。 な お
、 “ 任 意 領 域 の 画 像 の 選 択 的 読 み 出 し ” と は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ に 対 し て 、 そ の 有 効 画 素 の
任 意 の ア ド レ ス 範 囲 （ 行 ア ド レ ス と 列 ア ド レ ス ） を 指 定 す る こ と に よ り 、 当 該 ア ド レ ス 範
囲 の 画 像 だ け を 選 択 的 に 取 り 出 す こ と を い う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ （ ｂ ） は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ に お け る ラ ン ダ ム ア ク セ ス の 概 念 図 で あ る 。 今 、 有 効 画
素 数 を 便 宜 的 に ６ ４ ０ （ 列 ） × ４ ８ ０ （ 行 ） 画 素 と す る Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ を 例 に す る と 、 こ
の 場 合 、 た と え ば 、 行 ア ド レ ス の １ ６ ０ ～ ３ ２ ０ の 範 囲 と 、 列 ア ド レ ス の １ ６ ０ ～ ４ ８ ０
の 範 囲 と を 読 み 出 し ア ド レ ス と し て 指 定 す れ ば 、 全 画 面 （ ６ ４ ０ × ４ ８ ０ ） の ほ ぼ 中 央 部
分 の 画 像 （ ハ ッ チ ン グ 部 分 ） の み を 取 り 出 す こ と が で き る 。 こ の よ う な ラ ン ダ ム ア ク セ ス
（ 任 意 領 域 の 画 像 の 選 択 的 読 み 出 し ） は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ の 特 徴 の 一 つ で あ り 、 言 い 換 え
れ ば 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド 等 の 電 荷 結 合 素 子 に 蓄 積 さ れ た 電 荷 を 順 次 に 転 送 す る Ｃ Ｃ Ｄ カ メ
ラ に は な い 優 れ た 特 徴 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 撮 像 範 囲 を 示 す 図 で あ る 。 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ は 、 自 車 １ の
前 方 の 監 視 エ リ ア を 、 所 定 の 垂 直 画 角 φ ａ と 所 定 の 水 平 画 角 φ ｂ の 最 大 撮 影 可 能 範 囲 （ ラ
ン ダ ム ア ク セ ス の 最 大 値 ） 内 の 任 意 の 大 き さ で 撮 像 し 、 そ の 画 像 信 号 を 毎 秒 数 十 フ レ ー ム
の 動 画 像 と し て 出 力 す る 。 垂 直 画 角 φ ａ と 水 平 画 角 φ ｂ は 、 少 な く と も 、 自 車 １ の 前 方 を
走 行 中 の 車 両 ５ （ 物 体 ） と 、 路 面 上 の 白 線 ６ と を 撮 影 可 能 な 適 切 な 値 に 設 定 さ れ て い る 。
な お 、 こ の 値 （ φ ａ と φ ｂ ） は 固 定 値 で あ っ て も よ く 、 又 は 、 車 速 等 に 応 じ て 変 化 す る 可
変 値 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 レ ー ザ レ ー ダ ２ の ス キ ャ ン （ 走 査 ） 範 囲 を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ は 、 先
行 車 ５ を 検 出 す る と き の も の 、 図 ４ は 、 路 面 （ 白 線 ６ ） を 検 出 す る と き の も の で あ る 。 先
行 車 ５ を 検 出 す る 場 合 は 、 レ ー ザ ビ ー ム ２ ａ の 仰 角 （ チ ル ト 角 ） 中 心 を ほ ぼ 水 平 に し て 上
下 左 右 を 二 次 元 ス キ ャ ン す る 。 ま た 、 路 面 を 検 出 す る 場 合 は 、 レ ー ザ ビ ー ム ２ ａ の 仰 角 中
心 を 俯 角 （ マ イ ナ ス 角 ） に し て 水 平 方 向 に 一 次 元 ス キ ャ ン す る （ 又 は 上 下 幅 の み を 狭 く し
て 二 次 元 ス キ ャ ン し て も よ い ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 画 像 処 理 部 ４ は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ か ら 出 力 さ れ た 画 像 信 号 を 所 定 の ア ル ゴ リ ズ ム に 従
っ て 処 理 す る も の で あ り 、 そ の ア ル ゴ リ ズ ム の 詳 細 は 後 述 す る が 、 概 略 的 に は 、 レ ー ザ レ
ー ダ ２ の ス キ ャ ン 制 御 と Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 制 御 と を 適 宜 に 行 う と 共 に
、 そ の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 範 囲 の 画 像 信 号 の 中 か ら 不 要 な 明 度 情 報 を 除 去 し て 情 報 量 を 削 減
し た 画 像 信 号 （ 後 述 の 「 先 行 車 認 識 用 画 像 」 と 「 白 線 認 識 用 画 像 」 ） を 生 成 し 、 そ の 情 報
量 を 削 減 し た 画 像 信 号 を 先 行 車 追 尾 シ ス テ ム に 出 力 す る こ と に よ り 、 当 該 シ ス テ ム の 動 作
速 度 の 向 上 （ リ ア ル タ イ ム 性 の 向 上 ） を 図 る と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 、 画 像 処 理 部 ４ の 概 念 構 成 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 画 像 処 理 部 ４ は 、 特 に そ
れ に 限 定 し な い が 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ａ 、 Ｒ Ｏ Ｍ ４ ｂ 、 Ｒ Ａ Ｍ ４ ｃ 及 び 入 出 力 部 ４ ｄ な ど か ら な る
マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム 制 御 方 式 の 構 成 を 有 し て い る 。 こ の よ う な 構 成 の 画 像 処 理 部 ４ は 、 Ｒ
Ｏ Ｍ ４ ｂ に 予 め 書 き 込 ま れ て い る 制 御 プ ロ グ ラ ム 等 の ソ フ ト ウ ェ ア リ ソ ー ス を Ｒ Ａ Ｍ ４ ｃ
に ロ ー ド し 、 そ れ を Ｃ Ｐ Ｕ ４ ａ で 実 行 す る こ と に よ り 、 当 該 ソ フ ト ウ ェ ア リ ソ ー ス と 、 Ｃ
Ｐ Ｕ ４ ａ な ど の ハ ー ド ウ ェ ア リ ソ ー ス と の 有 機 的 結 合 に よ っ て 所 望 の 機 能 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ は 、 画 像 処 理 部 ４ で 実 行 さ れ る ソ フ ト ウ ェ ア リ ソ ー ス の 概 略 的 な フ ロ ー チ
ャ ー ト を 示 す 図 で あ る 。 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト で は 、 ま ず 、 レ ー ザ レ ー ダ ２ の 二 つ の ス キ ャ
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ン 制 御 を 実 行 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。 第 一 の ス キ ャ ン 制 御 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ａ ） は 、 自
車 １ の 前 方 の 物 体 （ 先 行 車 の 車 両 や そ の 他 の 物 体 ） を 検 出 す る た め の も の で あ り （ 図 ３ 参
照 ） 、 こ の 制 御 に よ っ て 自 車 １ の 前 方 に 存 在 す る 車 両 等 の 物 体 の 検 出 情 報 （ 距 離 等 ） を 取
得 す る 。 第 二 の ス キ ャ ン 制 御 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ｂ ） は 、 路 面 を 検 出 す る た め の も の で あ り
（ 図 ４ 参 照 ） 、 こ の 制 御 に よ っ て 自 車 １ の 前 方 直 近 の 路 面 の 検 出 情 報 （ 距 離 等 ） を 取 得 す
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 い で 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 画 像 情 報 （ こ の 段 階 で は 全 画 面 の 画 像 情 報 ） を 取 得 す る （
ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 。
　 図 ８ は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 画 像 情 報 を 示 す 図 で あ る 。 同 図 （ ａ ） は 元 画 像 で あ り 、 同
図 （ ｂ ） は 元 画 像 を 単 純 化 し た も の で あ る 。 こ れ ら の 図 に お い て 、 画 像 ７ は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ
メ ラ ３ の 全 画 面 の 画 像 情 報 （ Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の す べ て の 有 効 画 素 で 構 成 さ れ た 画 像 情 報
） で あ る 。 こ の 画 像 ７ に は 様 々 な 被 写 体 、 た と え ば 、 白 線 ８ 、 ９ で 仕 切 ら れ た 自 車 １ の 走
行 レ ー ン １ ０ （ 路 面 ） と そ の 右 側 の 隣 接 レ ー ン １ １ 、 走 行 レ ー ン １ ０ や 隣 接 レ ー ン １ １ を
走 行 中 の 車 両 １ ２ 、 １ ３ な ど が 写 し 込 ま れ て い る 。 な お 、 車 両 １ ２ 、 １ ３ の う ち 自 車 １ と
同 じ 走 行 レ ー ン １ ０ を 走 行 中 の 車 両 １ ２ の こ と を 、 特 に そ の 動 き に 注 意 を 払 わ な け れ ば な
ら な い 「 先 行 車 」 と い う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ９ （ ａ ） は 、 レ ー ザ レ ー ダ ２ の 検 出 情 報 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 画 像 ７ の
上 に 重 畳 表 示 さ れ た 複 数 の 黒 丸 印 （ Ｐ １ １ ～ Ｐ １ ３ ） は 、 そ れ ぞ れ レ ー ザ レ ー ダ ２ の 検 出
情 報 を 便 宜 的 に 表 し て い る 。 た と え ば 、 Ｐ １ １ と Ｐ １ ２ は 、 前 記 の 第 一 の ス キ ャ ン 制 御 （
図 ３ 参 照 ） に よ っ て 検 出 さ れ た 先 行 車 １ ２ の 検 出 情 報 を 表 し 、 Ｐ １ ３ は 、 前 記 の 第 二 の ス
キ ャ ン 制 御 （ 図 ４ 参 照 ） に よ っ て 検 出 さ れ た 路 面 情 報 （ 白 線 情 報 を 含 む ） を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ て 、 こ の 図 に お い て は 、 画 像 ７ の 上 に 各 々 の 検 出 情 報 （ Ｐ １ １ ～ Ｐ １ ３ ） を 重 畳 表 示
し て い る が 、 実 際 上 は 、 レ ー ザ レ ー ダ ２ と Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 座 標 が 同 一 で な い た め 、 レ
ー ザ レ ー ダ ２ の 検 出 情 報 （ Ｐ １ １ ～ Ｐ １ ３ ） と Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 画 像 情 報 と の 対 応 を 取
る た め に 、 い ず れ か 一 方 の 座 標 を 基 準 に 他 方 の 座 標 を 変 換 す る 必 要 が あ る （ ス テ ッ プ Ｓ １
３ ） 。 図 ９ （ ａ ） に 示 さ れ て い る 検 出 情 報 （ Ｐ １ １ ～ Ｐ １ ３ ） の 重 畳 表 示 は 、 座 標 変 換 し
た 後 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 座 標 変 換 を 実 行 し た 後 は 、 次 に 、 検 出 情 報 （ Ｐ １ １ ～ Ｐ １ ３ ） に 基 づ く 画 像
７ の 切 り 出 し を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ 及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ） 。 こ こ で 、 “ 切 り 出 し ” と は
、 画 像 ７ の 特 定 部 分 を 切 り 出 す こ と を い う 。 こ の 切 り 出 し は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の ラ ン ダ
ム ア ク セ ス で 行 っ て も よ く 、 又 は 、 画 像 ７ は Ｒ Ａ Ｍ ４ ｃ に 展 開 さ れ て い る の で 、 そ の Ｒ Ａ
Ｍ ４ ｃ の 所 望 ア ド レ ス 範 囲 の 選 択 的 読 み 出 し で 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ９ （ ｂ ） は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ 及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お け る 画 像 ７ の 切 り 出 し の 概 念 図
で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 画 像 ７ の 中 に 描 か れ て い る 矩 形 Ｅ １ １ 、 Ｅ １ ２ は 、 そ れ ぞ れ レ
ー ザ レ ー ダ ２ の 検 出 情 報 （ Ｐ １ １ ～ Ｐ １ ３ ） を 中 心 に し て 生 成 さ れ た 切 り 出 し 範 囲 で あ り
、 そ れ ら の 矩 形 Ｅ １ １ 、 Ｅ １ ２ に 囲 ま れ た 部 分 が 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ か ら の ラ ン ダ ム ア ク
セ ス に よ っ て 、 又 は 、 Ｒ Ａ Ｍ ４ ｃ に 展 開 さ れ た 画 像 ７ か ら の 選 択 的 読 み 出 し に よ っ て 切 り
出 さ れ る 。 こ こ で 、 矩 形 Ｅ １ １ は 、 先 行 車 １ ２ の 検 出 情 報 Ｐ １ １ 、 Ｐ １ ２ に 対 応 す る も の
、 矩 形 Ｅ １ ２ は 、 路 面 の 検 出 情 報 Ｐ １ ３ に 対 応 す る も の で あ る 。 以 下 、 矩 形 Ｅ １ １ を 用 い
て 切 り 出 さ れ た 画 像 の こ と を 「 物 体 画 像 ７ ａ 」 と い い 、 ま た 、 矩 形 Ｅ １ ２ を 用 い て 切 り 出
さ れ た 画 像 の こ と を 「 路 面 画 像 ７ ｂ 」 と い う こ と に す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 物 体 画 像 ７ ａ と 路 面 画 像 ７ ｂ の 切 り 出 し を 行 う と 、 次 に 、 そ れ ら の 物 体 画 像
７ ａ と 路 面 画 像 ７ ｂ の 最 低 明 度 値 と 最 高 明 度 値 を 検 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ 及 び ス テ ッ プ
Ｓ １ ７ ： 第 一 及 び 第 二 の 明 度 値 検 出 工 程 ） 。 こ こ で 、 最 低 明 度 値 と は 当 該 画 像 内 の 各 画 素
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の 明 度 情 報 の う ち も っ と も 暗 い 値 を 持 つ も の で あ り 、 ま た 、 最 高 明 度 値 と は 当 該 画 像 内 の
各 画 素 の 明 度 情 報 の う ち も っ と も 明 る い 値 を 持 つ も の で あ る 。 以 下 、 物 体 画 像 ７ ａ の 最 低
明 度 値 を Ｇ ａ ＿ Ｂ min、 最 高 明 度 値 を Ｇ ａ ＿ Ｂ maxで 表 し 、 ま た 、 路 面 画 像 ７ ｂ の 最 低 明 度
値 を Ｇ ｂ ＿ Ｂ min、 最 高 明 度 値 を Ｇ ｂ ＿ Ｂ maxで 表 す こ と に す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 物 体 画 像 ７ ａ と 路 面 画 像 ７ ｂ の 最 低 明 度 値 （ Ｇ ａ ＿ Ｂ min、 Ｇ ｂ ＿ Ｂ min）
及 び 最 高 明 度 値 （ Ｇ ａ ＿ Ｂ max、 Ｇ ｂ ＿ Ｂ max） を 検 出 す る と 、 次 に 、 不 要 な 明 る さ 情 報 を
削 減 し た 「 先 行 車 認 識 用 画 像 」 と 「 白 線 認 識 用 画 像 」 を 生 成 し 、 そ れ ら の 画 像 を 先 行 車 追
尾 シ ス テ ム へ 出 力 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ８ 及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ： 先 行 車 認 識 用 画 像 生 成 工 程 及 び
白 線 認 識 用 画 像 生 成 工 程 ） し て 、 フ ロ ー チ ャ ー ト を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 “ 不 要 な 明 る さ 情 報 ” と は 、 物 体 画 像 ７ ａ に あ っ て は 、 Ｇ ａ ＿ Ｂ min以 下 と Ｇ
ａ ＿ Ｂ max以 上 の 明 る さ 情 報 の こ と を い い 、 ま た 、 路 面 画 像 ７ ｂ に あ っ て は 、 Ｇ ｂ ＿ Ｂ min
以 下 と Ｇ ｂ ＿ Ｂ max以 上 の 明 る さ 情 報 の こ と を い う 。 こ れ ら の 明 る さ 情 報 は 、 先 行 車 の 認
識 や 白 線 の 認 識 に 不 必 要 な 情 報 で あ り 、 先 行 車 追 随 シ ス テ ム に お い て 、 無 駄 な 画 像 処 理 の
原 因 と な る 情 報 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 先 行 車 の 認 識 や 白 線 の 認 識 に 必 要 な 情 報 の み で 構 成
さ れ た 画 像 （ 先 行 車 認 識 用 画 像 と 白 線 認 識 用 画 像 ） を 先 行 車 追 随 シ ス テ ム に 与 え る こ と が
で き る の で 、 当 該 シ ス テ ム の 動 作 速 度 を 改 善 し 、 即 応 性 （ リ ア ル タ イ ム 性 ） の 向 上 を 図 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ０ は 、 前 記 の 明 る さ 情 報 の 削 除 を 行 わ な い 場 合 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 画 像 １ ４ を 示
す 参 考 図 で あ る 。 （ ａ ） は 画 像 １ ４ を 示 し 、 （ ｂ ） は 画 像 １ ４ の 明 る さ 情 報 の 三 次 元 マ ッ
プ 、 （ ｃ ） は 画 像 １ ４ の 明 る さ 情 報 の ヒ ス ト グ ラ ム を 示 し て い る 。 三 次 元 マ ッ プ の “ 山 ”
は 明 度 の 高 い （ 明 る い ） 部 分 で あ り 、 “ 谷 ” は 明 度 の 低 い （ 暗 い ） 部 分 で あ る 。 ま た 、 ヒ
ス ト グ ラ ム の 波 形 は そ れ ぞ れ の 明 度 値 の 出 現 頻 度 を 表 し て お り 、 ヒ ス ト グ ラ ム の 横 軸 の 長
さ は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ に 相 当 す る 。 前 記 の 明 る さ 情 報 の 削 除 を 行 わ
な い 場 合 、 先 行 車 追 随 シ ス テ ム は 、 図 示 の 画 像 １ ４ に 含 ま れ て い る 大 量 の 情 報 を す べ て 処
理 し な け れ ば な ら ず 、 当 該 シ ス テ ム の 処 理 負 担 は 相 当 大 き い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ は 、 前 記 の 明 る さ 情 報 の 削 除 を 行 っ た 場 合 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ
カ メ ラ ３ の 画 像 １ ５ 、 １ ６ を 示 す 図 で あ る 。 図 １ １ に 示 す 画 像 １ ５ は 、 Ｇ ａ ＿ Ｂ min以 下
と Ｇ ａ ＿ Ｂ max以 上 の 明 る さ 情 報 を 削 除 し た も の 、 図 １ ２ に 示 す 画 像 １ ６ は 、 Ｇ ｂ ＿ Ｂ min
以 下 と Ｇ ｂ ＿ Ｂ max以 上 の 明 る さ 情 報 を 削 除 し た も の で あ る 。 つ ま り 、 画 像 １ ５ は ス テ ッ
プ Ｓ １ ８ に お け る 「 先 行 車 認 識 用 画 像 」 に 相 当 し 、 画 像 １ ６ は ス テ ッ プ Ｓ １ ９ に お け る 「
白 線 認 識 用 画 像 」 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ ら の 二 つ の 画 像 １ ５ 、 １ ６ （ 先 行 車 認 識 用 画 像 と 白 線 認 識 用 画 像 ） の ヒ ス ト グ ラ ム
を 見 る と 、 前 者 の 画 像 １ ５ （ 先 行 車 認 識 用 画 像 ） は 、 Ｇ ａ _Ｂ minか ら Ｇ ａ _Ｂ maxま で の 特
定 範 囲 の 明 る さ 情 報 し か 含 ん で い な い 。 同 様 に 、 後 者 の 画 像 １ ６ （ 白 線 認 識 用 画 像 ） も 、
Ｇ ｂ _Ｂ minか ら Ｇ ｂ _Ｂ maxま で の 特 定 範 囲 の 明 る さ 情 報 し か 含 ん で い な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 つ ま り 、 前 者 の 画 像 １ ５ （ 先 行 車 認 識 用 画 像 ） は 、 元 画 像 （ 図 １ ０ の 画 像 １ ４ ） の Ｇ ａ
_Ｂ min以 下 と Ｇ ａ _Ｂ max以 上 の 明 る さ 情 報 を 切 り 捨 て た 画 像 で あ り 、 且 つ 、 後 者 の 画 像 １
６ （ 白 線 認 識 用 画 像 ） も 、 元 画 像 （ 図 １ ０ の 画 像 １ ４ ） の Ｇ ｂ _Ｂ min以 下 と Ｇ ｂ _Ｂ max以
上 の 明 る さ 情 報 を 切 り 捨 て た 画 像 で あ る か ら 、 こ れ ら の 二 つ の 画 像 １ ５ 、 １ ６ （ 先 行 車 認
識 用 画 像 と 白 線 認 識 用 画 像 ） の 情 報 量 は 、 明 ら か に 、 元 画 像 （ 図 １ ０ の 画 像 １ ４ ） の そ れ
よ り も 少 な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 こ れ ら の 二 つ の 画 像 １ ５ 、 １ ６ （ 先 行 車 認 識 用 画 像
と 白 線 認 識 用 画 像 ） を 処 理 す る 先 行 車 追 随 シ ス テ ム の 処 理 負 担 を 大 幅 に 軽 減 す る こ と が で
き 、 当 該 シ ス テ ム の 動 作 速 度 を 改 善 し 、 即 応 性 （ リ ア ル タ イ ム 性 ） の 向 上 を 図 る こ と が で
き る の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 図 １ １ や 図 １ ２ に 示 す 先 行 車 認 識 用 画 像 と 白 線 認 識 用 画 像 （ 前 記 の 明 る さ 情 報 の
削 除 を 行 っ た 場 合 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 画 像 １ ５ 、 １ ６ ） の 例 は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 全
画 面 で あ る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ を ラ ン ダ ム ア ク セ ス し て 所 望 の 範 囲 の 画
像 を 選 択 的 に 取 得 し 、 そ れ ら の 選 択 画 像 を そ れ ぞ れ 先 行 車 認 識 用 画 像 と 白 線 認 識 用 画 像 と
し て も よ い 。 こ の 場 合 の ラ ン ダ ム ア ク セ ス 範 囲 は 、 た と え ば 、 図 ９ （ ｂ ） の 矩 形 Ｅ １ １ 、
Ｅ １ ２ を 利 用 し て 指 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に ラ ン ダ ム ア ク セ ス も 併 用 す る と 、 先 行 車 認 識 用 画 像 と 白 線 認 識 用 画 像 の 画 像
サ イ ズ を 必 要 最 小 限 の 大 き さ に し て 画 素 数 を 減 ら す こ と が で き 、 前 記 の 明 る さ 情 報 の 削 除
と 相 ま っ て 、 よ り 一 層 、 先 行 車 追 随 シ ス テ ム の 即 応 性 （ リ ア ル タ イ ム 性 ） の 向 上 を 図 る こ
と が で き る か ら 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 の シ ス テ ム 構 成 図 及 び Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ に お け る ラ ン ダ ム ア ク セ ス の 概 念
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 撮 像 範 囲 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 レ ー ザ レ ー ダ ２ の ス キ ャ ン 範 囲 （ 先 行 車 ５ を 検 出 す る と き の も の ） を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 レ ー ザ レ ー ダ ２ の ス キ ャ ン 範 囲 （ 路 面 を 検 出 す る と き の も の ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 画 像 処 理 部 ４ の 概 念 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 画 像 処 理 部 ４ で 実 行 さ れ る ソ フ ト ウ ェ ア リ ソ ー ス の 概 略 的 な フ ロ ー チ ャ ー ト を 示
す 図 （ １ ／ ２ ） で あ る 。
【 図 ７ 】 画 像 処 理 部 ４ で 実 行 さ れ る ソ フ ト ウ ェ ア リ ソ ー ス の 概 略 的 な フ ロ ー チ ャ ー ト を 示
す 図 （ ２ ／ ２ ） で あ る 。
【 図 ８ 】 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 画 像 情 報 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 レ ー ザ レ ー ダ ２ の 検 出 情 報 を 示 す 図 及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ４ 及 び ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に お
け る 画 像 ７ の 切 り 出 し の 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 明 る さ 情 報 の 削 除 を 行 わ な い 場 合 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 画 像 １ ４ を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 明 る さ 情 報 の 削 除 を 行 っ た 場 合 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 画 像 １ ５ （ 先 行 車 認 識 用
画 像 ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 明 る さ 情 報 の 削 除 を 行 っ た 場 合 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ ３ の 画 像 １ ６ （ 白 線 認 識 用 画
像 ） を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｇ ａ _Ｂ min　 最 低 明 度 値
　 Ｇ ａ _Ｂ max　 最 高 明 度 値
　 Ｇ ｂ _Ｂ min　 最 低 明 度 値
　 Ｇ ｂ _Ｂ max　 最 高 明 度 値
　 Ｓ １ ６ 　 ス テ ッ プ （ 第 一 の 明 度 値 検 出 工 程 ）
　 Ｓ １ ７ 　 ス テ ッ プ （ 第 二 の 明 度 値 検 出 工 程 ）
　 Ｓ １ ８ 　 ス テ ッ プ （ 先 行 車 認 識 用 画 像 生 成 工 程 ）
　 Ｓ １ ９ 　 ス テ ッ プ （ 白 線 認 識 用 画 像 生 成 工 程 ）
　 １ 　 自 車
　 ２ 　 レ ー ザ レ ー ダ （ レ ー ダ ）
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　 ３ 　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ カ メ ラ （ 撮 像 デ バ イ ス ）
　 ４ 　 画 像 処 理 部 （ 第 一 の 明 度 値 検 出 手 段 、 第 二 の 明 度 値 検 出 手 段 、 先 行 車 認 識 用 画 像 生
成 手 段 、 白 線 認 識 用 画 像 生 成 手 段 ）
　 ５ 　 車 両 （ 物 体 ）
　 ７ 　 画 像
　 ７ ａ 　 物 体 画 像
　 ７ ｂ 　 路 面 画 像
　 １ ０ 　 走 行 レ ー ン （ 路 面 ）
　 １ ４ 　 画 像
　 １ ５ 　 先 行 車 認 識 用 画 像
　 １ ６ 　 白 線 認 識 用 画 像
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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